
加賀市自殺対策計画(仮称） 

策定について 

○我が国の自殺の実態について 

○自殺対策基本法及び自殺総合大綱について 

○加賀市の実態について 

○加賀市自殺対策 

○加賀市自殺対策計画策定の体系について 

○計画スケジュール 

○計画の構成 
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資料４の【資料Ｎｏ】はこの別冊資料の右下の数字を表しています。 



平成29年の自殺者数 
21,321人 

日本の自殺者数の推移 
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出典：厚生労働省自殺対策資料  
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出典：厚生労働省自殺対策資料  
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第３自殺総合対策の基本方針 

出典：自殺総合対策推進センター資料  
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加賀市の実態 

出典：衛生統計年報  7 



出典：衛生統計年報（平成２９年のみ警察庁自殺統計） 

 加賀市年齢別男女別自殺者数(平成23～27年総数) 

出典：衛生統計年報 
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加賀市自殺対策（こころの健康づくり対策）の主な取組みについて  

                                        健康福祉部・教育委員会 
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区分 事業名 概　　　要 実施時期 実施課

生活困窮者自立支援事業
まるごとワーク加賀（無料職
業紹介事業）

生活困窮者自立支援法に基づく、生活困窮者自立相談支援事業を実施し経済的に困
窮することの無いよう支援している。また、まるごとワーク加賀（無料職業紹介所）を
H29年8月に開設し、無就労の若者等の相談に対して、企業開拓や企業とのマッチング
を図ることにより就労に結び付け、自立するための支援を行っている。

通年 地域福祉課
くらし就労サ
ポート室
社会福祉協議
会

総合相談 毎週、日常生活での困りごとや人権、行政等に関する相談を受けている。
また、平成30年1月30日（火）に試行として「総合相談かけはし」をアビオシティ加賀で
開催し、消費生活センター相談員による消費者相談も実施した。H30年度より年10回
「かけはし」を開催し、くらし就労サポート室の相談員による就労相談も実施する。

1月

地域福祉課

高齢者総合相談事業 高齢者がどのような支援が必要かを把握し、地域における適切なサービス、関係機関
及び制度の利用につなげる等の支援を実施した。
＊特別に自殺対策として実施しているわけではないが相談の中で、本人や家族の自
殺未遂の事例などがある。

通年

地域包括
支援センター

ひとり親家庭相談 ひとり親家庭の生活全般に関する相談、自立に必要な情報の提供、職業能力の向上
と求職活動に関する支援を実施している。

随時
子育て支援課

要保護児童等の相談におけ
る対応

保護者及び児童等の相談の中で、自殺企図を含む相談があり、関係機関と連携をとっ
て対応にあたった。また、要保護児童等の支援会議で検討しあった。

必要時、関係機
関と連携、対応を
行う。

子育て応援ス
テーション

加賀市こころの健康づくり相
談

①保健師による電話・面接相談（随時）等の実施している。
②臨床心理士による面接相談（要予約）の実施している。

通年

産婦家庭訪問によるＥＰＤＳ
（産後うつスクリーニング）

保健師・助産師が、産婦の家庭を訪問し、ＥＰＤＳ（産後うつスクリーニン）等を活用し、
母親のメンタルヘルス支援をしている。

通年

いじめアンケート等の実施
及び生活ノートによる状況
把握

教育相談を受けている児童生徒について、学校と情報を共有し、状況によっては、児
童相談所や学校医、医師に相談している。

随時

学校指導課

健康課

相談
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区分 事業名 概　　　要 実施時期 実施課

オレンジリボン街頭キャン
ペーン
（児童虐待防止月間）

市内大型スーパーで、児童虐待防止月間に併せて、児童虐待防止への理解と啓発を
行うオレンジリボン街頭キャンペーンを実施した（啓発グッズとチラシの配布）。
また、あいりすにて子育て講演会（生涯学習課開催）で、参加者や子育て関係者に、
上記同様のキャンペーンを実施した。

11月
子育て応援ス
テーション

自殺対策強化月間（3月）
こころの健康づくり相談窓口
普及啓発

3月の自殺対策強化月間にあわせて、ふれあい福祉課等関係課の相談窓口で「こころ
の健康づくりの相談窓口」に関するチラシやポケットテッシュを配布した。

3月 健康課
健康福祉部関
係課

自殺防止街頭キャンペーン
（9月）

市内大型スーパー（2か所）で、世界自殺予防デーにあわせ、自殺予防への理解、相
談窓口を紹介する街頭キャンペーン（啓発グッズ・相談窓口チラシ配布）を実施した。

9月

若い世代への自殺予防相
談窓口普及啓発

若い世代に対し、成人式や妊娠届出時等の機会に自殺予防に関する相談窓口のチラ
シを配布し、相談窓口を周知した。

成人式、通年

こころの健康づくり講演会（9
月）

「酒は本当に『百薬の長』なのでしょうか？』～お酒と健康を考える～
講師：松原病院 院長代行副院長　森川恵一氏
会場：市民会館大ホール　対象：一般市民、保健推進員　（77人参加）

9月

子どもSOS相談テレホン等
相談窓口の紹介

相談窓口カードを児童生徒及び保護者に配布した。

自殺予防教育実践講座へ
の参加

各小・中学校の教育相談担当職員が実践に活かすため受講した。また、児童生徒に
対して自殺予防教育を実践していくための講演等実施した。

7月

道徳人権教育の推進 道徳人権教育の推進のため、道徳や学活で、命の大切さや家族愛、友情等について
のテーマを取り上げ、話し合いをしている。

随時

ゲートキーパー出前講座 ゲートキーパーに対する理解を深め、実践できるようにするため、職員出前講座を実施
している。
※ゲートキーパー：悩んでいる人に気づき、声をかけ、必要な支援につなげ、見守る人

随時

こころの健康相談に関する
職員研修会

自殺対策に関係のある対人支援を行う職員を対象に、支援者としての基本的な知識と
技術の向上を目的とした研修会を実施した。
講師：臨床心理士　・　精神科医師

1回目：12月
2回目：2月

新しい介護予防・日常生活
支援総合事業（通所型サー
ビスＡ）の創設

介護を行う家族の介護疲れの解消を図り、レスパイト（介護を行う家族の休憩）を目的
の一つとした通所型サービスＡを創設した。現行の通所型サービスより安い料金で利
用が可能である。

Ｈ29年9月より開
始 長寿課

児童生徒や教職員の心の
ケア（フォロー）

自殺が起こった場合、児童生徒や教職員の心のフォローのため臨床心理士を派遣す
る体制を整備している。

随時
学校指導課

その他

啓発

学校指導課

健康課

健康課



  健康分科会 
 

健康課題に資する課
題整理と対策 

健康福祉審議会 
 

全体課題整理と対策 

高齢者分科会 
 

高齢に資する課題
整理と対策 

障害者分科会 
 

障がいに資する課
題整理と対策 

  

 
 

子ども分科会 
 

子どもに資する課
題整理と対策 

  
  

加賀市における自殺対策計画策定の体系 

加賀市医療センター 加賀こころの病院等関係機関 

消防本部 南加賀保健福祉センター 

教育委員会 
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計画策定スケジュール(案) 
6月     7月     10月     12月   1月       3月 

健康福祉
審議会等 

●健康福祉審議会                   ●素案提示●最終案提示 

    諮問                                       ・答申 

●各分科会                             

   各課題に資する背景や課題の整理                                     ●パブコメ 

   これまでの事業の見直しと対策                                          ●計画完成 
    

自殺対策
連絡会 

●庁内外連絡会①  ●庁内連絡会  ●庁内外連絡会② 

 

全庁 ●各課の自殺対策関連事業の洗い出し 

        ●庁内外ヒアリング 

その他                                      ●関係機関研修会 

                                         住民研修会 
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加賀市自殺対策計画の期間(案) 

計画名 審議会等 H28 H29 H30 H31 H32 H33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 

(1) 福祉こころまちプラン 健康福祉審議会 
３期計画 

（H27～31年度） 

4期計画 

（Ｈ32～36年度）  

(2) 高齢者お達者プラン 〃 高齢者分科会 
６期計画 

（H27～29年度） 

７期計画 

（H30～32年度） 

８期計画 

（H33～35年度） 

  

(3) 
障がいのある人の 

サポートプラン 
〃 障害者分科会 

４期計画 

（H27～29年度） 

５期計画 

（H30～32年度） 

6期計画 

（H33～35年度） 

 

  

(4) 
子ども・子育て 

支援事業計画 
〃 こども分科会 

子ども・子育て支援事業計画 

（H27～31年度） 

2期計画 

（H32～36年度） 

(5) 健康応援プラン２１  〃 健康分科会 
健康応援プラン２１（第２次） 

（H25～34年度） 中間評価 Ｈ29年度 

  

  

(6) 健やか親子２１ 〃 健康分科会 
健やか親子２１（第2次） 

（Ｈ27～36年度） 中間評価 31年度 

(7) 
国保保健事業等実施計画 

（保健事業実施計画・ 

特定健康診査等実施計画） 

〃 健康分科会     
国保保健事業等実施計画 

（Ｈ30～35年度） 

  

【計画期間】2019年度(平成31年度）～2024年度(平成36年度）までの6年間とする 

計画名 審議会等 H28 H29 H30 H31 H32 H33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 

自殺対策計画 
健 康 福 祉 

審 議 会 

自殺対策計画 2019年～2024年 

 （Ｈ31～36年度） 

【各計画の期間】 

【目標】 2026年（平成38年）までに、自殺死亡率を平成27年と比べて30％以上減少  

                       21.0（2015年・平成27年）➡14.7（2026年・平成38年） 
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第1章 計画の基本的な考え方 
 １．計画策定の趣旨 

 ２．計画の位置づけ 

 ３．計画の期間（自殺総合対策大綱を踏まえておおむね５年以内とする） 

 ４．計画の推進体制 

第２章 自殺の現状と課題 

 １．自殺の現状 

 （１）自殺者数の推移 （２）年代別の状況 （３）原因・動機別の状況 （４）地域別状況 

 ２．課題 

第３章 施策の基本的な視点と計画の数値目標 

 １．施策の基本的な視点 

 ２．計画の数値目標 

第４章 施策の推進方策 

 【施策の体系】 

 １．基本施策 

  （１）自殺予防に向けた普及啓発の充実 

  （２）自殺の予防のための相談支援の充実 

 ２．重点施策 

  （１）世代ごとの特徴に応じた取組 

  （２）地域特性の課題に応じた取組 

 ３．自殺対策の推進体制等 

自殺対策計画の構成イメージ(案) 
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